
 

会 議 録 

 

１ 会議の名称：第４回妙高市総合計画審議会 

２ 開催日時：平成３１年３月２５日（月） １４時００分から１５時３５分まで 

３ 開催場所：妙高市役所 ３階 ３０３会議室 

４ 出席した者の氏名（敬称略・傍聴者を除く） 

 （委員 １０人） 

吉田昌幸、池田和資、中嶋正文、古田芳久、桑原大、小栗康雄、児玉久美子、小嶋久美子、 

飯吉悟、望月広伸 

※欠席：安原義之、伊比政憲、塚田憲章、広島直人、小川夕子 

（事務局 ４人） 

松岡企画政策課長、岡田企画政策課長補佐、長谷川政策調整グループ係長、西山主事 

５ 議題・発言の内容（要旨） 

 (1) 会長あいさつ 

【吉田会長】 

ご多用の折、審議会にご出席をいただき、感謝申し上げる。１月に開催した３回目の審議会では、

第３次総合計画の体系と構成等について議論を進めたところである。４回目の本日は第３次総合計

画の基本理念と重点プロジェクト、施策構成等について議論していく。 

活発な意見交換をよろしくお願いしたい。 

 (2) 審議 

  ①第３次総合計画の基本理念（将来像）について 

資料１により事務局から説明。質疑、意見等なし。 

  ②第３次総合計画の重点プロジェクトについて 

資料２により事務局から説明。 

＜質疑・意見等＞ 

委 員→重点プロジェクトの１－①について、人手不足は産業の課題になっている。観光の部分

でいうと、重点プロジェクトの２とか３にも関連するが、郷土愛を育む中に観光の要素を取り

入れた教育をしてはどうか。妙高で育って市外県外に出るという人がたくさんいる。その人た

ちに本当に妙高市の良さが伝わっているのかが問題である。子どもたちが郷土に誇りを持てる

教育をすることが大事だと思う。観光のグリーンシーズン対策にもなるが、観光ガイドに子ど

もたちが携わるとかはできないか。関山神社など歴史文化の関係ではリタイアされたかたが観

光ガイドとして活躍されているが、子どもたちが自信をもってふるさとを紹介できるような教

育が必要である。インバウンド観光も増える中で、学習だけでなくふれあうということを増や

していく。DMO や観光商工課が担当になるかもしれないが、総合計画の中で関連付ければ観光

も盛り上がるし、人口減少対策につながる。この案を見ただけだと横で区切られている感じが

するが、どこかでつながるはず。重点プロジェクトをうまくつなげていく必要がある。観光の

視点で発言させてもらったが、農業の関係もあるだろうし、色々な部分でつながりを持った中

で考えればいいと思う。 



 

事務局→連携することで相乗効果が高まっていくという考えは持っている。今まではバラバラに

なってしまっていたケースが多かったと認識している。地方創生としてガイドを養成して歴史

文化とか健康保養地とかの取り組みをしているが、うまく観光まで届いていないという課題が

あった。今後は DMOが充実していく中で、接着剤のような役割をやってもらう考えである。今

までやってきた４つのツーリズムを上手く連携させていきながら、妙高を舞台とした物語をつ

くっていく。観光以外でも人手不足は大きな問題である。いかに妙高の魅力を高めて、他の地

域から来てもらうとか、市民が他の市に流出しないようにしてもらうのかということになる。

教育分野でも郷土愛を育むということで、副読本をつかって妙高はこういうところで、こんな

いいところがあるよという教育をしている。今後もそういうものを強化して妙高の良さを伝え

ながら、地域の魅力を発揮して、首都圏から人をひきつけるような地域づくりを行っていく考

えである。 

委 員→戦略目標の１-③で外国人労働者のサポート支援とあるが、どういった支援か。国の施策

に準じるのか。現実的に冬期に赤倉ではインストラクターとして 80人から 100人くらいを抱え

ているなど、季節的かもしれないが外国人が増えている。その中で問題となっているのは宿泊

するところがないということ。これからも問題になると思うが、支援の中で住居のことは考え

ているか。考えてもらわないと困る。 

事務局→家庭にいる女性や中高年をいかに就労の場に引き出していくかが課題だと考えている。

それに対していろいろな施策を講じていくということである。外国人の関係ではいろいろ話が

来ている。ある程度の大きさの宿泊施設を外国人の学校のような用途でつかえないかとかとい

うことで、具体化するかどうかは今後の協議になる。宿泊して日本語を習うとか、ある程度の

ボリュームの施設を用意してこそ、効果的に外国人の雇用に繋がっていくと考えている。 

委 員→宿泊だけということは考えないで、プラスアルファで日本語教育だとか含めて総合的に

必要だという考えか。そうすると面倒になる。単純にそうじゃない人たちもたくさん来る。 

事務局→すぐに就労したい人たちをどこか束ねて、就労に結びつけるというところも必要だと考

えている。DMO がそういう分野で力を発揮してもらえるかどうかは分からないが、今後は外国

人の方々を地域の発展に上手く結び付けていく。今はなかなかできていないが、地域振興に外

国人の方をどう取り入れていくかという中で、どこかで取りまとめを行っていくことが必要だ

と考えている。日本語があまりできないような人たちから来てもらって、学びながら、需要が

多い福祉や医療、観光、製造業で、雇用として働いてもらうという仕掛けが必要だと考えてい

る。 

委 員→DMO はあくまでも民間として観光に携わる中でこれからいろいろなことを考えるが、官

との連携が大事である。民ができないことを官でやる。すべて DMOでやるという言い方をよく

される方がいるので、それはやめていただきたい。官民一緒にやるという考えはあると思うが、

言い方によっては伝わらない。それでは上手くいかないので、一緒にやっていきたい。 

事務局→インバウンド観光客がたくさん来ている中で、このままでいいのかどうかという面はあ

る。長い期間インバウンドから来てもらう地域をつくっていく必要がある。一過性で終わって

しまうことが一番怖い。DMO と連携し必要な施策を組み合わせていく中で、長続きするような

対応をしていきたい。 



 

委 員→重点プロジェクトにおいても戦略目標においても婚活の支援が大事だと思っている。妙

高市は実行委員会形式で支援しているが、その形式ではもう無理があると思う。今後も妙高市

の施策として計画にのせる以上、どういう方向性に持っていくのか。常設のサポートが必要だ

と考えるがどうか。 

事務局→現在は実行委員会形式で場面を変えながら支援をしているところである。今のままでい

いかどうかは賛否がある。市としてこれが得策かどうかというところまでなかなか描き切れて

いない状況である。他の地域の事例を研究しながら成果が上がるような形でやっていかないと

いけないと思っているので、新しくできる地域協働センターや関係者などと協議し、色々と方

法を試しながら効果が上がるものを選択していきたい。 

委 員→妙高市は子どもがいる家庭の合計特殊出生率は 2.0を超えているが、全体にすると下が

ってしまう。女性がこの地域にいないということと未婚率が上がっていることが原因になるの

で、分野をバラバラで動くのではなく連携して、子育ても婚活も一緒に考えないと上手くいか

ないと思う。成婚率を上げるのは大事。婚活の支援ではうまくしゃべれないとかコミュニケー

ションが苦手な人を支援しなければいけない中で、常設で継続的な支援をしないとなかなか成

果が出ない。1 回相談しただけで終わるものではないので本気で取り組んでもらいたい。中途

半端ではできないのが現状である。 

事務局→婚活イベントをするとカップルは誕生するが、カップルから成婚までとなると難易度が

高い。成婚に結びつけるように市が支援したほうがいいという意見もあるが、プライベートの

部分もあるから、あまり市で支援するのはどうなのかという意見もある。常設の活動ができる

体制の考え方もあるが、それで必ず成果が上がるかという課題もある。事例を研究しながら、

市でも考えて、成果が上がるように突き詰めていきたい。 

委 員→福祉の話になるが、重点プロジェクトでも福祉が大きく関係してくる。妙高市も少子高

齢、人口減少が進んでいく中でも、障がい者、生活困窮のかたがたくさんいる。国県市の公的

支援だけでは限界になっているのが現状だと思う。素晴らしいお題目だが、このまま先が見え

ない中これでいいのか危惧している。理想論に向かっているような話に思うが、どのような考

えか。 

事務局→人口減少に特効薬はない。国も地方創生ということで東京一極集中をいかに防ぐか施策

を打っているが、ますます東京一極集中が進んでいるのが現状である。今の国の総合戦略は東

京の人をいかに地方に移動させるか、地方から東京へ集まらないようにするかということでや

ってきたが、国もその難しさがやっとわかってきたのだと思う。6 月に出てくる新しい総合戦

略においてそれをどうクリアしていくか。そこでは雇用は小さくなってくるのではないかと思

う。雇用よりも子育てや健康長寿の施策を取っていかざるを得ないと思っているし、その一環

として中高年の活躍の機会を創出ということで、我々も元気 100歳運動を展開しているが、地

域に貢献して元気に過ごしてもらう。健康長寿を切り口としながら、人口減少だとか地域活性

化にいかに結び付けていくかが課題だと思っている。今後も中高年の就労やいきがいづくりを

重要視していきたいという考えがある。 

委 員→住民一人ひとりの暮らしが生きがい、地域をつくっていくという地域共生社会の実現が

大事だと思っている。先日ハローワークに訪れたかたの話を聞いたが、仕事を探しているが自



 

分の考えに合った職場がないということであった。仕事をして生活して、家族を養っていかな

きゃいけない中で、なかなか難しい現状である。仕事がなく遊んでいたって、何もない生活に

なってしまうので、できるだけ支援していかないといけないとつくづく思う。うまく歯車が噛

んでいけば理想だと思う。 

委 員→重点プロジェクト１－②で、どうして企業誘致の促進が書かれないのかと思う。高等教

育機関の誘致よりも優先されていいのではないか。高等教育機関の誘致はここに書かれている

からには、何か具体的な話があるのか。 

事務局→企業誘致は安定した雇用の創出と重複するところもあるし、先ほどから議論があるとお

り人手不足という課題がある。昔のように大手企業から来てもらってたくさんの雇用を生むよ

うな雇用創出型の企業誘致はなかなか難しいという意見もあることから、自宅で仕事ができる

ようなテレワーク、サテライトオフィスの誘致活動を進めている。自宅に居ながら仕事ができ

るとか、雇用がひっ迫している現状の中で上手く回していけるような形態を想定している。高

等教育機関の関係は実際に協議を進めている。都内で拡張できないから他の地域で拡張したい

という希望があるようで、こちらとしては地域特性に合う大学を想定しているし、大学として

もこちらの地域特性に合うようなことをお考えのようである。 

委 員→戦略目標４－③で、society5.0の可能性の活用とあるが、どういうものをイメージして

いるか。 

事務局→総務省が提唱しているもので、将来的な国の姿、自治体の姿をあらわしているものにな

っている。要するに ICTを活用した超未来型の社会を推進するということで、課題となってい

る分野が解消できるという考えである。AIの活用や車の自動運転、医療分野への応用などによ

って、今と様変わりする社会をつくっていくということ。 

委 員→妙高市だけの話ではない。あえてここで謳う理由があるのか。 

事務局→この戦略目標に置くことが適切かどうかという課題はあるが、第 3次総合計画全体とし

て、これからの未来都市に合うようなまちづくりを進めていくために題目を載せたというとこ

ろである。 

委 員→重点プロジェクト４－①の観光の付加価値化とは具体的にどういうことか。 

事務局→地域力創造アドバイザーからの提案によるもの。ハイエンドリゾートということで、富

裕層から来ていただいてお金を落としてもらうとか、自然環境の活用、健康保養地の充実など、

地域資源を上手く活用しながら、できるだけお金を落としてもらうように工夫していくという

提案があったことから、反映したもの。 

委 員→他の地域に比べて、妙高に訪れる人がより高い満足度を得て、お金を落としてもらうよ

うな内容になるということか。 

事務局→アドバイザーの提案は細かく分析できていないが、ここの資源を上手く生かすことによ

って今までと違った稼ぎに繋がるのではないかということである。 

委 員→観光の活性化の中で地域資源をどう生かすかが難しい。地域単位だけでは難しいという

ことを聞いている。広域連携の視点で、妙高以外と上手く連携して地域単位で煮詰めていかな

いといけないかなと思っている。付加価値化で来てもらえる仕組みになるのは理想だが、どう

動いていくかが難しいところだと思う。 



 

事務局→DMO が市単独となっているが、将来的には広域化はあるものと思っている。一方で飯山

の DMOには妙高市も加わって参画している。市単独では限界があるし、ロッテも考えがあるよ

うなので、広域的に魅力ある資源をどうつないでいって、旅行商品をつくっていくかになると

思う。 

委 員→今ある資源の利用ということだが、ありのままの自然を見に来る人もいる。過度に観光

に特化させることのリスクもあると思うので、バランスが難しい。 

委 員→アドバイザーは地域のことをどこまでわかっているのか。理想論は誰でも話せる。地域

の現実を理解し、それに対してアドバイスをしてこそのアドバイザーでないか。提案を受けて

いい環境をつくらなきゃいけないけど受け皿となる旅館や観光業はお金が必要になる。その支

援を市が全部してくれればいいがそうはいかないだろう。住民の商売の中では小さい商売の人

が多い。そういう現状を踏まえてアドバイスをしているのかが非常に疑問である。その辺の話

を拾ってくれる場を設ける機会はあるのか。せっかく高いお金を払っているのだから、我々が

思ったとおりの総合計画をつくって、アドバイザーが落とし込んでくれるというのが筋だと思

う。アドバイザーの言うとおりにやっても提案が現状にそぐわなければ無駄である。連携がう

まく取れていないのが現状ではないか。 

事務局→30年度は10日間来られた。観光業などいろいろな分野のかたと意見交換はしているが、

こちらに常駐しているわけではないので全てのかたと意見交換をするというのはなかなか難し

い。来年度も同じアドバイザーにお願いすることとしているので、機会があればみなさんとの

意見交換も行いたいと思う。 

委 員→重点プロジェクトと施策をすり合わせる中で深掘りしないといけない部分があとで出て

くると思うが、重点プロジェクトを実行していく上で、それぞれをマッチングさせる部署があ

ると、庁内連携が取りやすく、より総合戦略として前に進んでいくのではないか。 

委 員→戦略目標４になるが、妙高市といっても旧市町村区域で特徴が異なる。その中で市とし

てどういう形で発展させていくのか。一体としていくのか。例えば観光だと高原・赤倉がメイ

ンになるという実情がある中で、それぞれをどういう形で発展させていくか。新しい図書館の

場所も含めて、どういったまちづくりをしていこうということでかじ取りをしていくのか。 

事務局→合併当初 10年間は新市建設計画に基づき施策を行ってきた。また旧町村では地域審議会

があり、その中で議論してきた。11年目からは一つのまちとして一体としてやっている。例え

ば観光でも妙高高原だけでなく市で一体として考えている。DMO でも観光商工業者、歴史文化

関係者、農業関係者もすべて入っている。すべて一体的にまちづくりを進めていくという考え

である。 

委 員→高等教育機関の誘致にしても、新井になのだろうと想定していたが、そういったことで

はなく大きい妙高市として考えているということか。 

事務局→場所はデリケートな部分になる。新井だけでなく市全体で想定したいと考えている。 

委 員→先日、日光市の子どもたちが長沢の高齢者施設に宿泊して、地域住民と交流を深めてい

った。西野谷に台湾のかたが来て、言葉が分からない中で宿泊し、地域と交流したと聞いた。

人の流れを上手くつかむこととして、人と人が付き合っていけるようなつながりがあればいい

と思った。まちの発展や都市交流に繋がっていけばいいと思う。 



 

事務局→農家民泊で地域のかたが中心となって交流をもっている。矢代のお米を送ったり、こち

らに来てもらって農業体験をしたりということで交流が生まれている。ニーズは小さいが今後

さらに増やしていきながら、相互交流ができるような体制をつくっていきたい。 

委 員→田舎のいいところがあるので、生かしていけたらいいと思っている。 

委 員→重点プロジェクト３－①で、「市民主体の」とした意図はなにか。 

事務局→元気いきいき健康条例の中で「自分の健康は自分で守り、つくる」という理念があるこ

とから、市民が主体性をもって健康管理を行うという意味で、その言葉を使っている。 

  ③第３次総合計画の施策について 

資料３により事務局から説明。 

＜質疑・意見等＞ 

委 員→「移住定住の促進」には空き家の活用も含まれるのか。 

事務局→活用は含まれる。空き家の適正管理は安全・安心の分野に記載している。 

委 員→結婚支援の施策はなくなったのか。 

事務局→庁内の検討部会の中では行政としてどこまでやれるかという部分があり、今の段階では

落としていたが、先ほど議論いただいた人口減少対策の戦略目標であがってくることになれば、

施策に反映しなければいけないと考えている。重点プロジェクトもそうだが、対応する施策が

固まってきた時点で落とし込んでいきたい。 

委 員→「移住定住の促進」は地域づくりにあったほうがしっくりくる。地域の担い手不足とか

少子高齢化の中でどう地域を維持していくかというところで移住定住は絡んでくるので、地域

づくりのほうが体系としてはしっくりくると思う。 

事務局→事務局としても非常に悩んでいるところである。建設課で移住定住専門のコーディネー

ターを入れて取り組んでいるので、行政内の組織体制を踏まえて生活基盤に入れて今回の案と

して出したが、地域づくりでもしっくりくるところはある。移住定住の取り組みの中身も変わ

ってきている部分もある。事務局としても地域づくりか生活基盤かのいずれかになると考えて

いるが、組織の話もあるので、結論を先延ばししてもいいのかなと思っている。本日の意見を

参考にしながら検討したい。 

委 員→赤倉では外国人が建物を買って住んでいる人もいる。そういう人たちに対して地域でご

み捨てや雪処理の指導はするが、言葉や文化が違う中で、各地区に任せるのは難しくなってい

る。外国人の移住定住者に対する何かが必要だと思う。移住者が急速に増えてきている中でい

ち市民として、お互いがよりよく暮らすためのルールづけが必要である。 

事務局→庁内でも問題意識を持っており、大綱４の中の人権意識、多文化共生の部分で位置付け

ている。外国人も増えている中で安心して住んでいくための環境整備や交流の充実が必要だと

いうことで位置付けている。 

委 員→わからない人たちが多い中でルールが必要である。法律にはできないけど、条例にはで

きる。地域のルールでは罰則がない。駄目なことに対する縛りがなさすぎる。その辺も踏まえ

て検討する必要がある。何でもかんでもウェルカムではよくない。 

事務局→市もガイドブックをつくって配布しているが、外国人移住者の場合はずっといる人もい

れば季節しかいない人もおり、周知しきれていないのが実態である。市としても地域住民から



 

いろいろな意見をいただいているので、周知方法やルールの理解を上げるための方法を考えて

いきたい。 

委 員→今の話は大事なところで、促進すれば出てくる弊害もある。施策の内容では「移住定住

の促進」しか書いていないが、それだけでは問題をカバーしきれていない。そこの部分を施策

の内容の②などとして位置付けていく必要がある。それを建設課でできるかどうかは別になる

が、今の話はもっと根幹の部分になる。最初にルールを徹底するなど、より具体的な部分をこ

の施策で謳いこんだほうがいいと思う。 

事務局→施策構成は多岐に渡る部分でもあるので、５月の審議会でまた中身のご議論いただきた

い。 

委 員→子育てが教育・文化の大綱に入っているのがどうもしっくりこない。地域共生のほうが

いいような気がする。具体的になぜかと言われると上手く言えないが。 

委 員→ごみ対策であるが、冬期間高齢者がごみを出せない環境にあるが、今までどおりのライ

フスタイルになるのか。 

事務局→以前の会議でもご意見をいただき、環境生活課に確認したときには、地域の中で冬は出

さないようにというルールを自分たちで決めているという話を聞いた。地区のほうで冬期もお

願いしたいということであれば、収集するような形で協議することになると思う。 

委 員→冬期間、ごみの収集場所が偏る。車が入れないとか除雪が悪いとかが問題で、歩いても

いけず、近所の人にお願いしてもなかなかお付き合いが上手くいってないと知らん顔されてし

まうという話もあった。地域でも問題となっており、地域で助け合いをしてもらうように話し

合いの場があった。 

事務局→福祉介護課でも課題として考えているところであり、社会福祉協議会などでボランティ

アもある。こういう制度を活用しながら、地域でやっていただくのが一番ありがたい。 

 (3) その他 

  事務局より、来年度のスケジュール、次回の会議について連絡。 

６ 会議資料の名称 

 ・第４回妙高市総合計画審議会次第 

 ・資 料 １：第３次総合計画の基本理念（将来像）について 

 ・資 料 ２：第３次総合計画の重点プロジェクトについて 

 ・資 料 ３：第３次総合計画の施策構成について 

 

 

上記に相違ないことを確認する。 

平成３１年４月２日 

妙高市総合計画審議会      

会 長  吉田 昌幸     

 


















